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ヒトを含む動物の生理的現象あるいは行動における周期性〈リズム)には心拍，
呼吸，脳波のような短いものから， 13，遺~月さら』こは年という長いものまで種々
存在する。このよヨな生体リズムは生物学的持計 biologicalclockと考えられて
おヲ (chronobiology)，とくに E周期に関して辻近年多くの研究がなされている。
吾周期 (Circadian，diurnal or 24・hoursrhythm)というのは24時間間隔でくり
返す現象で生体リズムの大半をしめる。 Circadianという言葉は Halbergが始め
て用いたもので，およそ〈約) 1自のという意味である。生体の百周期性が記載さ
れたのは 19世紀の始めであ札心拍数，呼吸時のガス交換，水分の蒸発について
報告され，さら記 1842年 Gierseによって深部体温についての毘周期性が報告さ
れた。 13J萄顛はふつう河一個体についてのものであるが， 例えばヒトの集冨にお
ける値体の生死の持間にも明らかなE屑裁が認められている。 従って僧体また辻
集団における日周期辻生理学的のみならず臨床的さらには社会医学的観点からも
大変興味深いものである。
本書は西ドイツ Andechsにある Max・PlanckInstitut fur Verhaltensphysio-
logieにおいて 1960年台の始めから今日まで volunteerを用いて行われたヒトの
日周期に関する多大の系統的研究成果をまとめたものである。 このような研究所
は世界でも数が少なく， 著者 R.A.Weverは日罵期萌究の創始者の一人で第一
入者である J.Ascho宣教授(高名な病理学者 Ascho宣教授の子息)に手解きを
受仇同教授と共に上記研究所で研究のための額離室の設計から始め以後 10数年
この研究に打込んでいる。研究は隔離室におけるヒトの睡眠ー活動， 直腸?昆，尿
成分分析， 脳波記録などを詞日間も時には何カ月間も連続して行うもので， 巨前
の小さな現象の解析に釘付けになっている我々からみるとスケーノレの大きな研究
である。
先ず，ヒトを外部の各種刺激(光，音，電場，振動，地入との接触に関して外界
からの経時的な指諜を与えるもの， (Zeitgebers)を除いても，およそ 24.5-25.5
時間 (24時間より長い)の生理的現象における日男期が認められることから， こ
れが生体に富有のものであるとした。 ただし地球の自転， 引力等については触れ
ていない。しかし各種生理的現象の百周期が常に完全に一致(同期〉しないことも
あ歩 (例えば直腸温と睡眠一活動ノξターンに説罰期λ各現象の援動に圏存性があ
ることを示している。 次にこの生体に国有の目黒期性が外部刺裁でどう変化する
かを調べている。誌とんどの場合料数によって日周期の持続時需が 26時間位まで、
延長することを見出した。またこれらの刺激で各現象の脱同期が引きおこされる。
ただし交流の電場刺激では周期の持続が短くな札説同期は逆に減少する。更に
一旦岳然な Zeitgebers(24時間)を除き留者の周期 (freerunning autonomous) 
にした後，人工的 Zeitgebersを与えるとー還問位後に与えられた昌周期に一致す
るようになる。これには限界があり 23-27持関周期に限るようである。 Zeitgeber
の中でもヒトとの接触を含むものが最も効果的であるというのは興味深い。 これ
らの実験から， ヒトの酉宥の呂周期は体舟のー担の pacemaker的 oscillator~こ
よって決定されるように見えるが， 各現象の脱開期が認められることから異った
周期の複数の oscillatorが存在するとしている。これらの基本リズムは外部環境
からの白熱耗激 (Zeitgebers)で梧互に同期するようになる。
生体の匡有の目黒期の機序は現時点では不明であり今後の研究によらねばなら
ない。本書は他の数編の謀説， 単行本，シンポジウム記録と共に特にヒトの約 1
日周期の基本現象をまとめたものとして重要な文献になると思われる。
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